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 コロナで開け、収束がまだまだ見えない中での今年度

ですが、来週には何とか夏休みを迎えることになりまし

た。休業が続いた都道府県の学校では夏休みをかなり短

縮して授業確保を行うということです。幸いなことに、

そういった措置を取らずに年間行事を進めることができ

るのも、日頃からの皆さんの心がけ、そして保護者を始

めとする関係者の協力のお陰です。残念ながら東京都を

中心に第２波とも思われる感染拡大が見られます。長期

休業中に人の移動も拡大することを考えると、まずは「人

からうつらない、人にうつさない」という自己防衛が大

事になります。人込みでのマスクの着用、手洗いの励行、

３密の回避などできることをしっかりやりましょう。 

＜全校礼拝より＞ 
 新約聖書 マルコによる福音書 8 章36－37 節 

旧約聖書 詩編23 



 

＜部活動を振り返って②＞ 
先月号に引き続き、主将・部長に今の心境を言葉にし

てもらいました。今回は文化部が中心です。 

バスケットボール部 3年1組加藤祐稀 

さんさ部 3年2組 遠藤聖奈 

英語同好会 2年5組 下野和奏 

料理部 3年2組 岩崎瑞穂 

 

美術部 3年5組 岩崎奏江 

 
華道部 3年5組 山田美空 

ダンス部 3年1組 吉谷地理子 

〈今月のお薦めの一冊・今月の言葉〉 

 今年上半期のマイベストは『ぼくはイエローでホワイト

で、ちょっとブルー』（ブレイディみかこ/新潮社）解説は必

要なし、今こそこの本を読むべし！そしてこのノンフィ

クションからの言葉が今月の言葉です。 

「エンパシーとは、自分で誰かの靴を履いてみること」 

この本と出会えたことに感謝するとともに、想像力とい

う知性が与えられた人間こそ、エンパシーを大切にして

いくべきことを学びました。詳しくはまた次号で。 


